
道路包括管理の導入先行自治体からのエピソードと秘訣

「中部地域での包括的民間委託の先行事例（明和町の取組）」

１０年後、
私たちの町の道路を守っているのは誰だろうか？
～未来のインフラを守るための新たな公民連携モデルのご提案～

三重県明和町役場 建設課⾧ 西尾直伸
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「中部地域での包括的民間委託の先行事例（明和町の取組）」

出典：国土交通省総合政策局『国土交通省のインフラメンテナンスに関する取組みについて』
(R7年10月)

なぜ今、
新しい道路管理の手法を考える必要があるのでしょうか？

人口減少や予算の制
約により、将来の道
路インフラの担い手
がいなくなるという、
深刻な危機が迫って
いるからです。
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外部からの専門的な提案
と、トップ（首⾧）の強
いリーダーシップがきっ
かけです。

地域活性化起業人からの提案
や、スーパーシティ推進協議
会事業者からの提案。

「中部地域での包括的民間委託の先行事例（明和町の取組）」

検討のきっかけは何だったのでしょうか？
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職員・議会・事業者の三者からの抵抗感や、近隣自治体との
調整の難しさという大きな壁に直面しました。

「中部地域での包括的民間委託の先行事例（明和町の取組）」

導入にあたり、どのような壁がありましたか？

委託費用増加に対する抵抗感

発注方法の大きな変化
に対する懸念

役割の拡大や業務量の
変化に対する戸惑い

地域の慣習や維持管
理方法の違いにより
調整が困難
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「中部地域での包括的民間委託の先行事例（明和町の取組）」

その壁をどうやって乗り越えたのですか？

将来への共通の危機感を共有
し、対話を継続したことです。
また、無理なく試せる範囲で
始めることで、理解を広げて
いきました。

「変わらなければ進めない、
まずはやってみよう」
と事業者に提案。

三重県明和町役場YouTube
チャンネル参照

道路啓開訓練の様子
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「この地区は昔から〇〇組」といった親和性の
高い仕組みは残しつつ、バックアップ体制を構
築する考え方を示します。
これまで文章化されてこなかった知見や経緯を、
きちんと引き継ぐことが重要です。

「中部地域での包括的民間委託の先行事例（明和町の取組）」

地元事業者との関係性をどう守るのですか？

既存の良い関係性を維持したまま、
仕組みとして強化するものです。むしろ、地域
の慣例などを「見える化」し、次世代に引き継
ぐ良い機会となります。
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ECI方式などを活用し、仮の管理を
試行する方法を提案します。
「ドラフティング状態で細部を決め
ずに実際に構築して行う」という考
え方を具体化し、
行政用語では「実証実験（PoC）」
や「パイロット事業」と言い換える
ことができます。

「中部地域での包括的民間委託の先行事例（明和町の取組）」

失敗を恐れず、何から始めれば良いのでしょうか？

町・地域に
ふさわしい
包括業務管理へ

明和町
包括業務管理
スタート

本格導入の前に、関係者間で納得しながら進められる
「試行導入」から始めるのが有効です。
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災害時の結束力と、地域の担い手・安全を守る取り組み。

それが、あらゆる壁を乗り越え、
未来の道路を守る力になると私たちは確信しています。

「中部地域での包括的民間委託の先行事例（明和町の取組）」

『１０年後、私たちの町の道路を守っているのは、誰だろうか？』

本日の話が、皆様の地域で新たな一歩を踏み出すきっかけとなれば幸いです。本日の話が、皆様の地域で新たな一歩を踏み出すきっかけとなれば幸いです。


